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庄 内 若 者 定 着 促 進 シ ン ポ ジ ウ ム
  ～ 存 亡 の 危 機 を 乗 り 越 え る た め に ～

玉簾の滝（酒田市升田） 

 庄内地域の喫緊の課題となって

いる若者定着促進に向けて、「庄内

若者定着促進シンポジウム」を１月

２１日に開催しました。 

 第１部では、株式会社フィデア総

合研究所社長の伊藤兵一氏が、

「庄内の若者定着について考え

る」と題して講演し、庄内地域の

若者定着の厳しい現状を踏まえ、

働く場の充実や保護者世代の郷

土愛の醸成を図っていくことが、

若者の地元定着に必要であると

お話しされました。 

 第２部のパネルディスカッション

では、飽海地区高等学校校長

会会長 諸原正巳氏、鶴岡市教

育委員 田中芳昭氏、出羽商工

会会長 上野隆一氏、酒田商工

会議所青年部直前会長  渡部敦

氏、ＮＰＯ法人元気王国理事長 佐

藤香奈子氏をパネリストに、高校・

大学生に対して地元企業の情報や

魅力をもっと知ってもらうこと、東北

公益文科大学の公立化により入学

者を増やすことが若者の地元定着

に繋がっていくなどの意見が出され

ました。 

 今後とも、関係機関と連携しなが

ら、庄内地域の若者定着の促進に

向けて取組みを進めてまいります。 

  （総務課連携支援室）  

☎ 0235-66-5438

ＵＩＪターン促進に関する連携協定を

締結しました。 

庄内地域は若者の定着率が県内

で最も低く、人

口減少が深刻

な状況にありま

す。そのため、

情報発信力が

高く、庄内地域

へのリクルート

に 特 化 し た 事

業を行っている

ヤマガタデザイ

ン 社 と 行 政 が

連携して、庄内地方出身者を含む

若者の地元回帰や移住促進を図

ることとしました。 

 締結式では各首長から「庄内が

暮らしやすい環境であることを、より

一層全国にアピールしたい」、「都

会から人を呼び寄せたい」、「官民

挙げて庄内一丸となって、庄内の

良さを発信していきたい」などのコメ

ントがありました。

  （地域産業経済課）  

☎ 0235-66-5484

  平成 ３ １年２月号    （偶数月に発行します）

Ｕ Ｉ Ｊ タ ー ン を 庄 内 一 丸 と な っ て 進 め ま す

 １月１７日にヤマガタデザイン株式

会社と庄内管内の２市３町、庄内

総合支庁の７者は、庄内地域への

【伊藤氏による基調講演】 

【パネルディスカッション】 
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１月１７日(木)に、「2019米づくり

フォーラムin庄内」を「なの花ホール

(三川町)」で開催し、約200名の農

業者・関係者が参加しました。

このフォーラムは、県産米のブラ

ンド力と農業者の生産意欲を高める

ため、毎年開催しているものです。

 今年は「今後の省力・低コスト稲

作経営」をテーマに、お二人から講

演を頂きました。 

 株式会社アグリたきもと（富山県

入善町）代表取締役 海道瑞穂氏

（３２歳）からは、若い女性の視点に

より、大規模稲作の低コスト経営に

取り組んでいるお話を、山形大学農

学部教授 藤井弘志氏からは、 

ＩＣＴを活用したドローン等による省

力栽培技術が紹介され、参加者

の関心を集めていました。 

  （農業技術普及課） 

☎ 0235-64-2103

農 業 経 営 法 人 化 入 門 研 修 会 の 参 加 者 募 集 中 で す ！ ！

 農業の経営発展の有効な手段で

ある法人化を支援するため、法人化

や企業会計のメリット、その事例等を

紹介する研修会を開催します。 

多くのみなさんのご参加をお待ちしております！！ 

 （農業振興課） ☎0235-66-5497 

庄 内 を 支 え る 建 設 業 へ の 若 者 就 業 促 進 事 業

～ 建 設 業 の 魅 力 発 信 ～

 庄内総合支庁では、人手不足と

なっている建設業に対して興味・関

心 を 持 っ て

もらい、将来

の地元建設

業への就業

につなげるこ

とを目的とし

て 、 山 形 県

建設業協会

の鶴岡、 酒

田両支部と

連携しながら様々な活動を実施し

ています。 

 建設系学科の高校生を主な対

象としてこれまで実施してきた現

場見学会や意見交換会に加え、

より幅広い世代に建設業を知って

もらうよう、市役所ロビーやイオン

モール三川等で『建設業の役割を

紹介するパネル展』を開催しまし

た。

 また、将来の進学先や就職先の

参考にしてもらうように、地元庄内

の土木工作物や建築物などの写真やイ

ラストをふんだんに用いたパンフレットを

作成し、配布しています。

（建設総務課）   ☎ 0235-66-5569 

in ２ ０ １ ９ 米 づ く り フ ォ ー ラ ム       庄 内 を 開 催

【㈱アグリたきもと 海道瑞穂氏の講演】 

【主催者あいさつ】 

■日時 ３月１日（金）１３：３０～１５：３０

■会場 庄内総合支庁 ４階 講堂

■内容 【講演】

「家族経営からチーム経営へ 法人化のメリットと変わるべきこと」 

 ＨＳ経営コンサルティング株式会社 代表取締役 本田茂 氏 

【事例発表】「法人化に至った経緯、法人化して良かったこと」 

農事組合法人 青山農場 五十嵐壽雄 氏 

■対象者 農業者、農業関係団体等

■参加費 無料

■申込み・問合せ先  農業振興課 地域農政担当 ☎0235-66-5497

in 
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 庄内の旅館・飲食店27店で、3月15日

まで「食の都庄内 天然とらふぐキャンペー

ン」を実施中です。冬の日本海で身が引き

締まったトラフグは豊洲市場でも価値が認

められているところですが、料理人にも素

材の良さを活かしてもらうことが重要です。

 そこで１月10日、県水産試験場に

ある、おいしい魚加工支援ラボにお

いて、東京都渋谷区の日本料理店

「赤寶亭」オーナーシェフの赤塚真

一氏（新庄市出身）を講師にお迎え

し、キャンペーン参加店の料理人と

庄内浜文化伝道師を対象に「とら

ふぐ調理講習会」を開催しました。 

 今回のテーマは鍋。赤塚氏は、用意す

る具材や切り方、出汁の取り方、材料への

火の通し方、お客様への提供の仕方か

ら、鍋料理の〆として、美味しい雑炊の作

り方まで、料理人の目線で丁寧に指導さ

れ、参加者からは値段に関する質問も出

るなど、実践的で有意

義な講習となりました。  

（水産振興課） 

☎ 0234-24-6045

庄 内 美 食 美 酒 探 訪  

～ と ら ふ ぐ 調 理 講 習 会 で 料 理 人 も レ ベ ル ア ッ プ ！ ～  

 １月２８日、荘銀タクト鶴岡（鶴岡市

文化会館）で「多様な働き方セミ

ナー」を開催しました。

このセミナーは、女性も男性も働き

やすい職場づくりを推進し、より一層

女性が輝き、活躍することを目指して

開催したもの

で 、 企 業 ・ 団

体の管理職や

人 事 労 務 担

当者など約50

名の方々から

ご参加いただ

きました。 

 講師には、さ

と社会保険労務士事務所（山形

市）代表の高橋聡子氏をお迎えし、

「働きやすい職場づくりで、業績アッ

プ！」と題して、家庭と仕事の両立

支援や多様な働き方を選択できる

 11月30日、山形県水田農業試験

場を会場に「瓦リサイクル事例報告

会」を開催しました。 

 事例報告会では、瓦リサイクルの先

進地である石川県中能登農林総合事

務所の高橋威光課長や株式会社ナラ

工業の奈良幸則代表取締役から、圃

場や庭園、舗装などにおける瓦リサイ

クル製品の幅広い活用事例が紹介さ

れました。

また、水田農業試験場の圃場で、瓦

リサイクル製品を暗渠排水に使用する

工事の施工見学会も実施しました。

事例報告会と施工見学会には、建

設業や行政機関から多数参加さ

れ、先進地における瓦リサイクル製

品の評価などの質疑応答があり、活

用検討を促す良い機会となりまし

た。 

連載 

瓦 リ サ イ ク ル 事 例 報 告 会 を 開 催 し ま し た

【施工見学会の様子】 【事例報告会の様子】 

 庄内地域では、瓦リサイクル製

品の利用拡大に向けて動き始め

ています。 

  （環境課） ☎0235-66-4914 

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス で 働 き や す い 職 場 づ く り を ！
「 多 様 な 働 き 方 セ ミ ナ ー 」 開 催

職場づくりを進め、労働生産性を向

上させることが大切であるとご講演

いただきました。 

 また、山形航空電子株式会社

（新庄市）と社会福祉法人恵泉会

（鶴岡市）における先進事例として、

社員のモチベーションアップや人材

定着につながる取組みを紹介して

いただきました。 

 今後、ワーク・ライフ・バランスの

取組みや女性の活躍が庄内地域

全体で進むことを期待しています。 

    (子ども家庭支援課） 

☎ 0235-66-5457
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支庁ニュースＨＰ 

 数多くある選択肢から、地元で働くこ

とを選んでくれた庄内地域の若者たち

が「同期・仲間・友達」の繋がりを作ると

ともに、働く意欲の向上や不安の解消

を図り、地元定着と人材育成につなげ

るセミナーです。 

■日時 平成31年2月19日（火）

    午後1時30分～7時（研修後の交流会を含む） 

■場所 東京第一ホテル鶴岡 ２階 鶴の間

■内容（１）社会人の先輩によるゲストトーク

（２）キャリアデザインについてのワーク など

■対象 庄内地域内の企業・事業所等の新社会人

（１～３年目程度）約５０名 

■講師 山本一輝氏（Idea partners 代表）

■参加費 ２,０００円（交流会費）

（地域産業経済課） ☎ 0235-66-5487 

 庄内地域雇用対策連絡会議（事務局：地域産業経

済課）では、３月23日（土）、24日（日）、三川町「いろり

火の里 なの花ホール」で2020年３月卒業予定の学

生やＵＩＪターン希望者等を対象に、「学生・ＵＩＪターン

庄内就職説明会」を開催します。２日間で延べ１１３社

が参加する予定です。 

地元の企業から直接、話が聞ける絶好のチャンスで

す。庄内が大好きで、この街

で働きたい貴方をしっかりサ

ポートします。 

 皆さん、ぜひお越しくださ

い。 

（地域産業経済課） 

☎ 0235-66-5484

お知らせ 
見てね！ 

就 活 な ら ま ず 地 元 で し ょ ！ 庄 内 就 職 説 明 会 の お 知 ら せ

雪下ろし・除雪作業中の事故に注意！
 例年、雪下ろしや除雪作業中の事故が発生し、多く

の方が被害にあわれています。雪下ろしや除雪作業を

行う際は、安全に十分注意してください。   

３月は自殺対策強化月間です 
 自殺を防ぐためには、専

門家による支援だけでな

く、一人ひとりが身近な人

の変化に気づき、声をか

け、見守っていくことが大切

です。 

自殺対策強化月間にあ

たり、庄内保健所では、自殺の現状や悩みを抱えてい

る方を地域で支える「心のサポーター」の役割に関す

る啓発パネルの展示を行います。ぜひご覧ください。 

■期間 ３月１日（金）～３月８日（金）

■場所 イオンモール三川２階

フードコート付近

（地域保健福祉課）  ☎ 0235-66-4931 

離 職 防 止 セ ミ ナ ー  

「 経 営 者 セ ミ ナ ー 」 開 催 し ま す

 企業経営者等が最近の若者の考え方を理解し、離

職防止、定着率向上に向け経営者が取り組むべきこと

を情報交換しながら学んでいくセミナーです。 

■日時 平成31年2月12日（火）午後2時～4時30分

■場所 酒田産業会館 ３階 鳥海

■対象 庄内地域内の企業・事業

 所経営者、人事担当者等 

■内容 ・事例紹介

・講演、情報交換

■講師 松坂 暢浩氏

（山形大学 准教授） 

  （地域産業経済課） 

☎ 0235-66-5487

  【平成３０年３月の展示】 

 【安全な雪下ろしのポイント】 

・命綱、ヘルメットの使用

・はしごはしっかり固定

・２人以上での作業

・屋根の雪のゆるみに注意

・使いやすい除雪道具の使用

・安全な服装での作業

・無理な作業はしない

・足場にはいつも注意

（総務課防災安全室） ☎ 0235-66-5447 

安全な服装 

庄 内 地 域 同 期 会

ル ー キ ー ズ カ レ ッ ジ 参 加 者 募 集

https://ja-jp.facebook.com/pref.yamagata.shonai/
https://www.pref.yamagata.jp/purpose/koho/kohoshi/7337001ShonaiNews.html



